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「留学生交流に期待するもの」

山口大学副学長(教育・学生担当)

認繋難白』
幹大学を目指す山口大学にとって、国内学生に海外

留学の機会を提供し、また優秀な学生を海外から受

け入れることは、国際化を進める上で最も基本的な

機能であると考えます。これに加えて、海外におけ

る情報発信・収集の拠点整備や留学生OB・OGとの

連携を進めて行かなくてはなりません。

本年度、山口大学は国際化の基本方針をとりまと

め、留学生受け入れ30万人計画(グローバル30)に

応募しましたが、残念ながら採択には至りませんで

した。また、政権交代とそれに続く仕分け作業による

影響もあってグローバル30の行方は不透明です。し

かしこのような状況にあっても、大学としての国際化

への基本的な方向性は変わるものではありません。

大学にとって留学生を受け入れることは、単に留学

生の皆さんのキャリアアップの場を提供することだけ

が目的ではありません。国内学生の資質の向上や国際

的視野を広げる中で、異文化への理解、自文化への深

い理解と再認識を通して、多様な価値観を共有できる

視野の広い人材を養成することこそが、大学に課せら

れた現代的な重要課題の一つであると考えています。

将来、キャリアを積み重ねる中から国際機関へ就職

し、国際舞台で活躍する人が皆さんの中から数多く生

まれてくることを期待しています。そのためにも学生

諸君が、社会に支えられた大学という恵まれた環境の

下で学べることに感謝し、国際的視野を持って目標に

向かって勉学に真摯に取.

り組むことを望みます。

また大学としても、留学

生の皆さんの山口大学に

おける研究や勉学はもち

ろんのこと、日常生活お

よび友人や地域の人たち

との交流が快適で充実し
あノ

たものとなるよっに、受

け入れ体制の整備に努

めたいと考えています。

TheHopefortheCommunication
withlnternationalStudents

Vice-PresidentofYamaguchiUniversity

(inchargeofeducationandstudents)

NaoyaKOJIMA

Therearemorethan300internationalstudentsin

YamaguchiUniversityatpresent,ForYamaguchi

Universitystrivingtobealeadinglocaluniversity,

providingchancesofstudyingabroadfordomestic

studentsandacceptingexcellentinternational

studentsarethemostbasicfunctionsforglobalization.

Wemustincreasecontactsoverseastoobtainand

sendinformationandkeepinclosercontactwith

alulnniwhowereinternationalstudents.

Thisyearweadoptedthebasicpolicyon

globalizationandappliedtotheprogramofacceptance

of300,000internationalstudents(Projectfor

EstablishingCoreUniversitiesforInternationalization

(Global30)).However,reluctantly,ourapplication

wasnotadopte己Incidentally,theGlobal301sfuture
isindefinitebecauseofachangeofgovernmentand

asortingoperationaccompanyingit,Eveninsucha

circumstance,ourbasiclineonglobalizationhasnot

changed。

Thepurposeofacceptinginternationalstudentsis

notonlytoprovidecareertrainingforinternational

students.Itisoneofthecurrentkeysubjects,I

think,thattheuniversityshouldtrainJapanese

studentstosharevarioussensesofvalueswith

broadoutlooksthroughcomprehensionofdif[erent

culturesandadeeperunderstandingoftheirown

culture,developingtalentsandwideningoutlooks.

Iexpectmanystudentstofindworkinan

internationalorganizationafteraseriesofcareers

日本文化体験(書道・常盤キャンパス)

Japaneseculturalexperienceprogram

CalligraphyonTokiwacampus

andtoplayanactiveroleinthefuture.Forsuch

afuture,IdesireyoustudentstoapPreciatebeing

abletostudyinsuchagoodenvironment,that

is,theuniversitysupPortedbyasociety,andto

studysincerelytowardyourownaimwitha

worldwideview.Moreover,astheuniversity,we

arewillingtopreparetheacceptingsystemso

thatnotonlyinternationalstudents'researchand

studybutalsodailylifeandcommunicationwith

friendsorlocalpeoPlearepleasantandsatisfying.
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留学生就職支援フェスタ・イン・山口
TheJobHuntingMeetiangSpecia龍zedin
lnternationalStudentslnYamaguchi

西日本の大学としては初の留学生に特化した就職

説明会「留学生就職支援フェスタ・イン・山口」が

8月ll日(火)、および12月25日(金)に吉田キャン

パス大学会館で開催され、山口県内を中心に、8月

は102人、12月は120名の参加者がありました。

8月の第一回は、最初に東洋鋼飯(株)の王海彬

さん(2007年度大学院経済学研究科修了)が日本

企業で働く元留学生としての体験をスピーチしま

した。続いて宇部興産(株)、(株)トクヤマ、東ソー

(株)、山口井筒屋、東洋鋼飯(株)から各社の海外

進出や外国人雇用実績についてのプレゼンテーショ

ンがあり、山ロ県経営者協会からはインターンシッ

プについての説明が行われました。最後に参加企

業・団体による個別相談が行われ、日本企業への就

職を強く希望する留学生たちは熱心に質問をしてい

ました。最初の試みでありながら、3名の就職内定

者を出すなど、大変有意義なイベントとなりました。

髄獄・_一、.。_＼'一辮
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(8月)東洋鋼銀(株)の説明を行う

本学OGの王海彬さん

(August)OurOGMs.WangHaibin

explainingaboutToyoKohanCo.,Ltd.

(8月)午後からのブースに

分かれての個別相談会

(August)Individualconsultations
il/eachboothintheafternoon.

(12月)熱心に各社のプレゼンを(12月)午後からのブースに

聞く参加留学生分かれての個別相談会

(December)Internationalstudents(December)Individualconsultations

listenillgeagerlytopresentationsineachboothintheafternoon.

bycompanies.

12月には第2回が開催され、東洋鋼飯(株)、パ

ナソニック(株)、社団法人中国NBCより、海外

への事業展開や留学生の雇用状況についてのプレゼ

ンテーションがありました。午後は、個別面談が行

われ、積極的なアピールや意欲的な質問が飛び交い

ました。また個別面談と並行して、「アジア人財資

金構想」プロジェクトサポートセンターの横山隆俊

氏を招いた、大学及び企業関係者の集いが行われ、

留学生就職支援についての意見交換会を行ないまし

た。本学関係者他、県内の高等教育機関の就職支援

担当者、企業関係者30名以上が集まり、活発な意見

交換がなされました。

TheJobHuntingMeetingSpecializedin

InternationalStudentsinYarnaguchi,whichisthe

firsteventofitskindatauniversityinthewestern

partofJapan,washeldattheuniversityhallof

YamaguchiUniv.onAugustllthandDecember

25th,2009.102and120participantswhoare

mainlyfromYamaguchiprefectureparticipatedin

AugustandDecember,respectively.

IntherneetinginAugust,WangHaibin,who

hascompletedtheMasterlsprogramofeconomics

in2007andisworkingforToyoKohanCo.,Ltd.,

madeaspeechaboutherexperiencesasaforeign

employeeinJapan.Afterherspeech,UbeIndustries,

Ltd.,TokuyamaCorporation,TosohCorporation,

IzutsuyaDepartmentStoreandToyoKohanCo.,

Ltd.performedtheirpresentationsontheoverseas

activitiesandtheachievementsofhiringforeign

employees.ThentheYamaguchiEmployers[

Associationexplainedabouttheinternshipsystem

inJapan.Finally,studentsindividuallyconsulted

companiesatthebooths.Alotofstudentswho

desiretoworkforJapanesecompaniesputquestions

tothepersonneldepartmentstaffs.3studentshave

beeninformallypromisedemploymenteventhough

thismeetingwasthefirstattempt,andtheevent

wasveryfruitful.

InDecember,thesecondmeetingwasheld.

Therewerepresentationsontheoverseas

activitiesandemploymentofinternational

studentsbyToyoKohanCo.,Ltd.,PanasonicCo.,

Ltd.andChugokuNBCIncorporatedAssociation.

Duringtheafternoon,individualconsultations

wereheldandtheairwasfilledwithactive

appealsandenthusiasticquestions.Atthesame

time,therewasameetingofpersonsconcerned

withuniversitiesorcompanieswithMr.Takatoshi

Yokoyama,whoisintheProjectSupportCenter

ofthe"CareerDevelopmentProgramfor
　

ForeignStudentsinJapan.Inthemeeting,they

exchangedopinionsonthesupPortofinternational

studentsljobhunting。Thereweremorethan

30members,notonlywhoareconcernedwith

ouruniversity,butalsowhoareinchargeofthe

supPortforjobhuntingofthehighereducation

institutionsintheprefectureandwhobelongto

companies,andtherewasalivelydiscussion.
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MessagefromanAlumnus

カステンさんへのインタビュー InterviewwithDr,CastenMAKOCHEKANWA

カステンさんは、ジンバブエ

出身で、本学理工学研究科を修

了。現在はオーストラリアで活

躍しています。

一いつからいつまで山ロ大学で

勉強されましたか。

1998年4月に来日し、広島大

学で日本語研修を受けました。同年10月に山口大学

工学部で研究生となり、2001年3月に修士課程を修

了、2004年3月に博士後期課程を修了しました。

一山ロ大学では、どんな勉強・研究をされましたか。

山口大学では、原子・分子による低速陽電子及び

電子散乱実験を行いました。これらの荷電粒子は放

射線源からで、特別エネルギー選別技術を使い、陽

電子及び電子を特定のエネルギーに加速させて、原

子あるいは分子との衝突をさせ、結果は衝突断面積

となります。電子衝突断面積は、プラズマ・プロセ

スや半導体開発に必要なデータを寄与し、陽電子散

乱の断面積は生物分子の解明及び陽電子放出断層撮

影(PET)などといった医学撮影技術に不可欠で

 す。

一山ロで一番思い出に残っていることは、何ですか。

宇部市での最初の数ヶ月は知り合いがおらず、大

変でした。とても助けになったのは、指導教官で

あった末岡修教授と故季村峯生教授が、学問的なこ

と以上に色々と応援してくださったことです。ま

た、ライトハウス宇部キリスト教会の皆様、特にご

婦人方が、時々大学までお弁当持ってきてくれ、全

面的に私を応援してくださって、とても励まされま

した。その後、ホームステイに応募し、光市の兼清

さんご家族のお宅で2001年のお正月を過ごしたり、

宇部市役所企画

の国際交流会へ

参加し、金森ご

夫妻と知り合い

になったりしま

した。多くの留

学生の友達、ま

た多くの日本

li獄蹴麟諾勇欝んと人の方々にもお
Aft。,th,G,ad。、ti。nCerem。nywithth,p,。pl,世話になりまし

wh・camet・c・ngratulateDr.Mak・chekanwaたQエピソード
(thefourthpersonfromtheleft).

をあげるなら、

博士号学位論文発表会と修了式です。学位論文発表

公聴会に何と約50人もの方が応援に来てくださいま

した。修了式も同様でした。2番めの写真は私の修

了式の写真です。お陰様でこれらの方々とはずっと

今でも連絡が続いているのでとても感謝していま

 す。

一今は、どんなお仕事・研究をされていますか。

現在、私はオーストラリア国立大学の反物質一物

質研究センターでボスドクとして研究しています。

Mr.CastencamefrornZimbabwetostudy

inJapan,andgraduatedfromYamaguchi

UniversitylsGraduateSchoolofScienceand

Engineering.HeisnowlivinginAustralia.

-WhendidyoustudyatYamaguchi

University?

IarrivedirlJapaninApri11998,didaJapanese

LanguagecrashcourseatHiroshimaUniversity,

andmovedtotheYamaguchiUniversity(YU)

GraduateSchoolofScienceandEngineeringin

October.AtYU,IcompletedmyMastersdegree

inMarch2001andthePhDinMarch2004.

-WhatkindofresearchdidyoudoatYU?

AtYU,Icarriedoutexperimentalresearch

investigatingthepropertiesofgasesusing

lowenergypositronandelectroninteractions.

Thesourceoftheseparticleswasaradioactive

materia1,andtheprocedureinvolvedsome

specializedmanipulationtechniquestogetthe

specificenergiesatwhichtocausecollisions

withthetargetgases.Theresultwasasetof

collisioncrosssections.Theresultsforelectron

impactcontributetowardabetterunderstanding

tothesciencebehindplasmaprocessing,asin

semiconductorapplications,whilethatforpositron

ilnpacthelpsunderpintheuseofpositronsin

medicalimagingtechniquessuchasthePositron

EmissionTomography(PET).

-Wouldyoutellusthemostimpressive

memory?

ThefirstfewmonthsinUbewereabitofa

struggle.ThiswasbecauseIdidn'tknowanyone.

However,IamgladthatIhadwonderfuland

caringsupervisorsinProf.OsamuSueokaand

thelateProf.MineoKimura.Iwasprivileged

tootohaveaverysupportivechurch,theUbe

LighthouseChristChurch,someofwhosemums

wouldevensometimesdropbytheUniversity

togivemesomemeals.Throughahomestay

program,Igottoknowawonderfulfamily,the

KanekiyosofHikariCityin2001.Ialsometthe

Kanamoris,throughsomeUbeCityHallorganized

culturalexchangeevents.Ialsohadinvaluable

supportfromfellowinternationalstudentsand

otherJapanesepeople.Iwouldsingleoutthe

episodeofmyPhDthesispublicdefenseand

graduationasoneofthemostmemorable.Ihad

uptoaround50peopleofallnationalitiescometo

supportmythesispublicdefensesession,anda

sizeablenumbertooformygraduationceremony.

IamsogladthatIcontinued,andstillam,in

contactwithallthesewonderfulpeople.
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2007年2月にこちらに来てからは、原子及び生物分

子による陽電子散乱実験を重点的に行っています。

最先端技術を利用した実験装置を使うことが出来

ているため、山口大学理工学研究科の実験設備で

騙羅
べ碁

錫
N

は出来なかった実

験も出来るように

なっています。こ

のようにして陽電

子散乱の様々断面

積の測定が、世界

瀬的に＼初めて出来

カステンさんと博士課程の学生達

Dr.Makochekanwa(the丘rstpersonfrom

theleft)andPhDstudents

るよっになってき

ていることは、陽

電子放出断層撮影

(PET)などと

いった医学撮影技

術により正確なデータを寄与することが期待されま

す。2人の熱心な博士課程の学生の面倒を見ながら

仕事しています。

一将来への抱負、山ロ大学の卒業生に一言お願いし

ます。

私は今の研究をとても楽しんでいます。しかしボ

スドクという短期間の契約しかないので、将来的に

仕事の道が開かれるなら、日本に戻ることも考えて

います。私はあまり大都市の生活が好きではないの

で、可能なら山口に帰ることも考えています。山口

は大事な思い出もあると同時に、宇部市は家内の実

家でもあります。

山ロ大学留学生は、例え日本語があまり出来なく

ても、積極的に周りの日本人の方々との交わりを

持った方が良いと思います。私は月一回の常盤工業

会館での夕食会を通して、沢山の宇部市民の方々と

知り合いました。この夕食交流会は是非活用してほ

しいです。誤解による不要なストレスを減らすため

には、その国の文化をできるだけ理解するように努

めることが大切です。きっと留学生センターが色々

なことを企画して、日本人の方々との交流が出来る

ようにしているでしょう。その交流で山口の文化や

人の良さを知って、留学生活を楽しんでください。

一Whatkindofwork,research,areyou

doingnow?

Iamcurrentlyworkingasapostdoctoral
researchfellowattheAustralianNational

University(ANU)intheCentreforAntimatter-
MatterStudies(CAMS).SincejoiningCAMS

inFebruary2007,myresearchhasbeenfocused

onpositronscatteringfromatomsandbiological

molecules.Thestate-of-the-artapparatusthatIam

usingnowenablesmetodobeyondwhatIcouldat

YUintermsoftheaccuracyandwidervarietyof

crosssectionsthatIcanmeasure.Thisisinvaluable

foraccuraternodelingofpositrontransport

inliquidsandsoftmatteranddevelopmentof

dosimetryformedicaltechniquessuchasthePET.

IworkwithtwoveryenthusiasticPhDstudents.

-Wouldyoutellusyourhopesforthefuture
and/orsomecommentstointernational

graduatesofYU?

IamcurrentlyenjoyingmyresearchattheANU.

However,asusualwithpostdoctoralfellowships,this

isa且xedtermjobcontractAsIthinkofthefuture,

IalsohavesomestrongfeelingforajobinJapan,

andYamaguchiinparticular,asIamnotafanof

bigcities.FondmemoriesfrommyYUdays,added

tothefactthatUbeismywife'shometown,make

mekeepfancyingYamaguchiasapossiblelocation

formynextjob,andhopefullyforalongerterm.

Asforawordtointernationalgraduatestudents,I

thinkthat,despitetheJapaneselanguagedifficulties,it

isimportanttogettomeetandmakefriendswiththe

localJapanesepeople.TokiwaKougyoKaimonthly

dinnersprovided血ewithagreatopportunity

tomeetlocals.Ialwaysthinkthatitishelpfulto

understandasmuchaspossibleofthecultureofthe

countryyouareinasthishelpsinminimizingalot

ofunnecessarystressduetomisunderstanding.Iam

surethattheInternationalStudentCenteratYUis

doingagoodjobinthisregardtoo.

MessagefromanAlumnus

ソン・スンファ

(韓国.イニ荷大学校元交換留学生)

2008年4月から一年間の交換

留学生として勉強したソン・ス

ンファと申します。山口大学の

経済学部で韓国経済論や東アジ

ア経済論など、興味ある授業を

深く学ぶことが出来てよかった

と思います。韓国は皆大学4年

生になると就職活動のために自分がやりたい勉強や

趣味的な活動をすることが出来なくなります。でも

私は四年生なのに山口大学への交換留学によって、

SeungHwaSONG

(FormerExchangeStudentfromlnhaUniversity,

SouthKorea)

MynameisSeungHwaSONG,Istudiedas

aninternationalexchangestudentinYamaguchi

University(YU)foroneyearstartinginApril

2008.IamgladthatIwasabletodeepenmy

understandingoftopicsIwasinterestedin,like

theEconomyofSouthKoreaandEasternAsia.In

SouthKorea,itisquitedifficultforseniorstudents

topursuetheirstudyorenjoyavocational

activitiesduetojobhunting.Duringmystudy

abroadatYU,thoughIwassenior,Iwasableto
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やりたい勉強や友達作りも出来て、良い思い出がた

くさん出来ました。それに、このような経験が今の

私には大変役に立っています。もう一つは私にこの
ような機会を作って下さった大学の関係者や先生方
に感謝を申し上げます。

初めて福岡空港に着いた時は"やっぱり日本はに

ぎやかで生き生きしている先進国だな"と感じまし

た。空港からタクシーに乗って山口に向かいまし

た。二、三時間ほどタクシーの窓ガラスを見ながら

乗って行ったら、高い建物や派手な感じはどんどん

消えてしまいました。その代わりに、山、山、山し

か見えなくなって、少しびっくりしました。山口大

学に留学した先輩に聴いたことがありましたが、

思っていたより田舎でした。でも、私にはその自然

な感じが良かったです。自然の中で勉強できるのが

僕には幸運だと思いました。

山口で一番良かったのは人々との人間関係でし

た。友達もたくさん出来たし、先輩から紹介してい

ただいた日本人の家族や、アルバイト先で仲良く

なった皆、今も時々逢いたい気持ちでいっぱいで

す。特にアルバイトでは日本語も使えるし、お金もも

らえるし、留学生

鰻黙蟻国饗

たら食事もしまし㌣「■■■喧2、-1
た。その時、韓国仕事をするソンさん

Mr,SongworkinginUNIQLO
と日本の文化の違

いなどを経験しました。もう一度山口に戻って住み

たいです。山口はもう自分には第二の故郷です。

2009年3月、私は韓国に帰国しました。韓国に帰

るとすぐに就職活動を始めました。卒業は8月の予
定でしたので、8月までには就職を決めたかったで

す。1年間の日本での経験を生かして、職場も日本

系の会社を探しました。でも、2007年から国内で就
職するのが難しくなり、特に2009年度は最悪の就職

率を記録するほど厳しい状況でした。私の就活も難
航しました。でも、私には山口のいろいろな経験と

日本語という武器がありました。5月は自己革新の
時期として、今まで勉強したことや経験したことを

頭の中で整理しました。新しい気持ちで迎えた6月

からはいくつかの会社から連絡がありました。その

中にユニクロがあり、私は一瞬も迷わずユニクロに

入ることにしました。ユニクロは山口県から始ま

り、本社も山口県にあるグローバル企業です。私は

ユニクロにエントリーシートを出す時も、山口大学

で1年間勉強したことをアピールしました。結果的
にはこのアピールがとても役に立ったと思います。

韓国でユニクロは2004年に営業を始めて以来どんど

ん人気があるブランドになっています。今はユニク

ロを知らない人がいないほど流行しているのを実感

します。それに、私は山口県という縁で結ばれてお

り、プライドを持って毎日楽しんで働いています。

もちろん今は新入社員で難しいことも多いですし、

tryeverythingthatIdidwanttodoandmake

alotoffriends.MystayatYUgavemegood

memoriesandexperiences,whicharestillhelpful

tome.ThatiswhyIamverygratefultomy
teachersandtheUniversitystaffforgivingme
suchanoPPortunity.

WhenIfirstarrivedatFukuokaAirport,I

thought``justasexpected,Japanisalivelyand
bustlingdevelopedcountry".ThenItookataxi

andlefttheairportheadingtowardsYamaguchi.
Twohourslater,allthetallbuildingsandthe

fancylookweregone.Instead,mountainsand

moremountainsweretheonlythingsoutthere,

andIwasabitsurprised.Ihadheardabout

YamaguchiPrefecturefromaseniorstudentwho

studiedatYU,butitwasmoreruralthanIhad

thought.Inspiteofthat,IthoughtitwasIucky

thatIwasabletostudyinamorenaturalsetting.
ThebestthingofbeinginYamaguchiwas

interactingwithotherpeople.Imadealotof

friends,metJapanesefamilies,andbecamefriends

withthepeopleIworkedwith,andnowIwant

tomeetthemallagain.Particularly,11ikeddoing

apart-timejobbecauseIcouldpracticeoral

Japaneseandearnsomemoney.Iwoulddefinitely
recommendittotheinternationalstudents.Also,

aJapanesefamilyandIusedtogotothemass

atXavierChurcheverySundayandhavelunch
togetherafterit.AtthosemomentsIlearnedand

experiencedthedifferencesbetweenJapanese

andKoreancultures.Iwouldliketogoback

toYamaguchiand,1ivethereagain,because
Yamaguchibecamemysecondhometown.

InMarch2009,IreturnedtoSouthKoreaand

startedtolookforajob.IgraduatedinAugust
sobythattimeIhopedIwouldhavefoundone,

andbecauseIspentoneyearinYamaguchiI

waslookingforacompanythathadrelations

withJapan.However,since2007ithasbeenvery

difficulttofindajobinsideSouthKorea,especially
in2009whentheratesofemploymentwerethe

worst.Ihadaveryhardtimelookingforajob.
ButallmyexperiencesinYamaguchiandthefact

thatIcanspeakJapaneseweremybestweapons.
Mayservedasatimeofself-reform;Iorganized

myideas,myexperiences,andallthethingsIhad
learned.InJune,Ireceivedcontactfromsome

companies.Amongthem,IfoundUNIQLOand,

withoutwastingasecond,decidedtoapplythere.

UNIQLOisacompanythatstartedinYamaguchi

Prefectureandthenbecameaglobalenterprise.
WhenIpresentedmyapplicationformIwrote

thatIhadstudiedforoneyearinYU,hopingthat

thisfactwouldappealtothem,andintheend,it

did.UNIQLOopenedastoreinSouthKoreain

2004,andithasbecomeaquitepopularbrand
sincethen.Itfeelslikethereisnoonewhodoes
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ミスだらけですが、いつか韓国のユニクロの売り場

で立派な店長になる自分の姿を想像すると力が出ま

 す。

今からは前を向い

て全力で走らないと

いけない時期です

が、少しでも余裕

があるなら人々との

人間関係を大事にし

て、前向きに生きて

いきたいです。今、

山口大学に留学して

『

ユニクロで仕事をするソンさん

Mr.SongworkinginUNIQLO

いる留学生には、<忘れられない、いい思い出をた

くさん作って下さい〉と言いたいです。私は社会人

になってみて、山口から貰った思い出を思い出すと

元気になります。ですので、皆さんに良い思い出を

たくさん作ってほしいです。

notknowaboutUNIQLO.Asforme,Ienjoy

workingthereeveryday,1inkedbyfatewith

Yamaguchi.Ofcourse,sinceIamnewatthis

job,therearemanydifficultiesandImakealot

ofmistakes,butImotivatemyselfthinkingthat

somedayIwillbecomesupervisorormanagerat

UNIQLO.

NowisthetimewhenIhavetomoveonwith

allmystrength,butIalsowanttolivelooking

forwardandvaluingmyrelationswithother

peopleevenifthereisnotmuchtimeforit.To

theinternationalstudentsofYU,Iwouldliketo

say"Makealotofgoodmemoriesbecausethey

willbeunforgettable".Afterbecomingafully-

fledgedmemberofsociety,whenIrecallmytime

inYamaguchi,Ifeelgood.So,Ireallywantyouall

tomakealotofgoodmemories,too.

InformationfromFaculties

山ロ大学工学部で創立70周年記念

ジャカランダ植樹式

C
ボブ・ホークス

元オーストラリア首相のスピーチ

SpeechbyFormerPrimeMinister

BobHawke

カランダ受入実行委員会(山鹿市)

ニーを訪れた際、その美しい花木に魅せられ、常盤

キャンパスにもこの花を咲かせたいと思うようにな

り、工学部に申し入れた。工学部では創立70周年を

迎えキャンパス整備を考えていること、国際交流の

一層の発展と充実につながることから、実行委員会

を通じて、本学部に60本の苗木を受け入れた。式典

では丸本卓哉学長の挨拶に続き、ボブ・ホーク氏か

ら「この木が山口大学工学部のシンボルになれば嬉

享劉望醍二襲黍…鍵錘、
そして工学部本館

中庭に、創立70周

年の記念として、

また両国のますま

すの友好発展を祈

念して、ジャカラ

ンダ苗木を植樹し

 た。

工学部創立70周年記

念事業の一環として、

6月10日(水)、山口

大学常盤キャンパスに

元オーストラリア首相

一ボブ・ホーク氏を招い

て、ジャカランダ植樹

式が行われた。ジャカ

ランダは、熊本県山鹿

市出身で工学部社会建

設工学科4年生長宗我

部まどかさんが、ジャ

とともにシド

JacarandaTreePlantingCeremony

-Celebratingthe70thAnniversary

oftheFacultyofEngineering

'嚢r-=試了鳶last

Onthe10thofJune,aspartofacelebration

ofthe70thAnniversaryoftheFacultyof

Engineering,aJacarandaTreePlantingCeremony

washeldattheTokiwaCampus.FormerPrime

MinisterofAustralia,BobHawke,whopresented

thejacarandastotheUniversity,waspresent

alongsideYamaguchiUniversityPresident,Dr.

MarumotoandotherUniversitypersonnelwho

togetherplantedthetrees。Inhisspeech,former

PrimeMinisterBobHawkejoked,"Atuniversities

inSydney,itissaidthatifyoumanagetocatch

afallingPetalfronユthejacarandatreeyouare

guaranteedsuccessinyourexalnsandthatyou

willbeabletograduate.Ithinkthesamewill

happenatthisFacultyofEngineeringtoo."Dean

oftheFacultyofEngineering,Dr.Miurathanked

theformerPrimeMinisterinhisspeechand

cornmented,"Withthisasacatalyst,wehopeto
onlydeepenourtieswithAustralia".

Theceremonyfollowsthepresentingof60

jacarandaseedlingstotheFacultyofEngineering

year,throughtheExecutive

CommitteeofJacarandas,inYamaga

City,KumamotoPrefecture,andwas

heldtocoincidewiththeformerPrime

Minister'svisittoYamagaCity。

工学部での丸本学長とボブ・ホーク氏他によるジャカランダ

の植樹

JacarandaTreePlantingbyPresidentMarumotoand
ForlnerPrimeMinisterBobHawke.
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外国人留学生のための

特別支援プログラムスタート

平成21年度国際化推進事業の一環として、交換留

学生や大学院進学を目的とした研究生のための特別

支援プログラムが始まった。学部の専門科目を受講i

するための日本語力が不十分であったり、大学院受

験のための専門知識の習得に困難を感じている留学

生のために、外部講獅の協力を得て、10月から「場

面別表現演習」「ロールプレイ演習」「日本語試験

対策」「プレゼンテーション演習」「日常生活のため

の日本語」の5クラスが人文学部において実施され

ている。このプログラムを通して、交換留学生や研

究生が大学の国際化というイメージの飾り物のよう

に扱われて、疎外感を持たれることがないように、

大学の中にしっかりした居場所が確保できるように

したい。留学生が日本という異文化の中にあって、

目の前の不安を解消し、不適応状態にならないよう

に目配り、気配りのできるプログラムの運営が期待

されている。人文学部だけでなく経済学部や教育学

部、農学部、東アジアの留学生も参加している。

卸首【

壌陶騨

餌

ユ
』
朔
,
§

1

一
思レ㌃

木村直美先生のプレゼンテーション演習クラスの授業風景

InternationalstudentsparticipatingintheSpecialSupPortProgranユ

andthelectし1rer,Ms.Kimura

農学部の留学生とその活動

平成21年度、農学部には研究生8名、大学院生30

名、計38名の留学生が在籍しています。ベトナム、バ

ングラデシュ、タイ、インドネシアといったアジァか

らの留学生が多く、アフリカからの留学生も在籍し、

出身国は12力国に及びます。農学部では従来からアジ

ア研究教育拠点事業(日本学術振興会)としてタイ、

ベトナム、インドネシア、ラオス等との活発な研究・

教育における交流が行われています。今年度も、微

生物分野と生物分野をテーマとした「若手研究者交

流セミナー」が10月10日(土)～11日(日)に山口県セミ

ナーパークにおいて開催され、多くの留学生が参加し

ました。2009年はさらに、JENESYSプログラム(21
世紀東アジア青少年大交流計画)に基づくASEANお

よび東アジアからの特別研究生の受け入れが加わり、

さらに国際交流の

輪が広がっていま

 す。

ミ
§

JENESYSプ・グラムに基づく学生交流支騨業開講式ff、
TheExchangeforStudentsandYouthProgram

basedol/theJENESYSProgram-theopening

ceremonyofthesemiIIar,

TheStartoftheSpecialSupPort

ProgramforInternationalStudents

TheSpecialSupportProgramforexchange

studentsandresearchstudentswiththeintention

ofgoingontograduateschoolwaslaunchedas

partoftheInternationalizationPromotionProgram

2009.Forinternationalstudentswhoseability

inJapaneseisnotenoughorstudentswhofeel

diMcultyacquiringspecialknowledgeforgoingon

tograduateschool,5seminarssuchas"seminar

ofexpressionaccordingtoscene","seminarby

roleplaying",``courseforJapanese-1anguagetest",
"presentationseminar",and"Japanesefordaily

life"areheldintheFacultyofHumanitieswith

thesupPortofvisitinglecturers.

Wewantinternationalstudentsnevertobe

treatedasfigureheadsoftheinternationalizationof

theuniversityandnevertofeelalienated,buttofeel

comfortableinouruniversitythroughthisprogram.

Itisexpectedthattheprogrammanagementmust

paycarefulattentiontointernationalstudents,and

that,then,inadifferentcultureinJapantheycan

getridofuneasinessandtheyfeelwelcome.

NotonlyinternationalstudentsintheFacultyof

HumanitiesbutalsothosewhoareintheFaculties

ofEconomics,Education,Agricultureandthe

GraduateSchoolofEastAsianStudiestakepart

inthisprogram.

lnternationalStudentsintheFaculty

ofAgricultureandTheirActivity

Thereare8researchstudentsand30graduate

students,thatis,38internationalstudentsinthe

FacultyofAgriculturein2009.Manyofthemare

fromAsiasuchasVietnam,Bangladesh,Thailand,

Indonesia,andsoon,andsomestudentsarefrom

Africa.Theplaceswheretheywerebornareas

manyas12countries.TheFacultyandGraduate

SchoolofAgricultureasanAsianCoreProgram

(bytheJapaneseSocietyforthePromotionof

Science)hasconductedtheactiveexchangeof

researchandeducationwithThailand,Vietnam,

Indonesia,Laos,andsoon.In2009,the"Young

ResearchersExchangeSeminar"whosethemeis

microbiologyandbiologywasheldfromOctober

10(Sat.)toll(Sun.)attheSeminarParkof

Yamaguchiprefecture,andmanyinternational

studentsparticipated.Addingtheacceptanceof

specialresearchstudentsfromASEANand

EastAsiabasedontheJENESYSProgram

止・…t(Japan-EastAsiaNetworkofExchangefor
StudentsandYouths),linksofinternational

/c°mmunicati°na「edevel°pingfu「the「・
第2回若手研究者交流セミナー参加者

TheparticipantsintheSecondYoungResearchersExchangeSeminar,
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日本学生支援機構による

帰国留学生への支援事業

1.帰国外国人留学生短期研究制度

日本学生支援機構では、過去に日本に

留学し、現在、自国で教育、学術研究ま

たは行政の職についている者に対し、

識

日本の大学で

その大学の研究者とともに短期間(90日以内)研究

を行う機会を提供しています。興味のある方は、以

下で詳細を調べてみてください。

http://www.jasso.go.jp/exchange/tanken.htinl

2.帰国外国人留学生研究指導事業

日本学生支援機構では、過去に日本に留学し、現

在、自国の大学や研究機関で教育・研究活動を行っ

ている人に対して、留学時の指導教員を自国に招い

て行う研究指導や研究者・学生等に対するセミナー

開催を支援しています。興味のある方は、以下で詳

細を調べてみてください。

http://wwwjasso.go.jp/exchange/shidou.html

Follow・upServicesforFormerintemationai

StudentsinJapaftbytheJapanStudent

ServicesOrganization(JASSO)

1.Follow・upResearchFellowships

JASSOprovidesthisfellowshiptothosewho

havepreviouslycometostudyinJapanand

arecurrentlyactiveineducation,research,or

governmentworkintheirhomecountryorregion.

Thefellowshipprovidesanopportunitytoconduct

short-termresearch(upto90days)withtheir
formeracademicadvisorinJapan.Pleaseaccess

thefollowingURLtoobtainmoreinformation.

http://www.jasso.go.jp/exchange/tankelLe.html

2.Follow-upResearchGuidance

JASSOprovidesthisfellowshiptothosewhohave

previouslystudiedinJapanandcurrentlyworkin
aresearchinstitutionaseducatorsorresearchers

intheirhomecountrytoreceivefollow-upresearch

guidancebydispatchingaresearchadvisortovisit

theirhomecountryandgiveseminars,etc.Please

accessthefollowingURLtoobtainInoreinformation.

http://wwwjasso.go.jp/exchange/shidou_e.html

山口大学を卒業した

留学生のための掲示板

卒業した留学生のみなさんが近況を書き込める掲

示板を開設しました。今、どうしているか、山口の

思い出などを、ぜひ、書き込んでみてください。♂ USERID:ryugakusei
PASSWORD:YUISNWO7

http://web.cc.ya.maguchi-u.ac.jp/

～center/gwbbs/gv㌧Tbbs.cgi

BBSfortheFormerlnternational

StudentsofYU

YamaguchiUniversityhasopenedabulletin

boardforyou,YUalumni.Pleasedofeelfree

towriteYU,youralmamater,andyourfellow

alumnisoyoucanletthemknowaboutwhatyou

havebeenuptolatelyincludingyourmemories

frornyourYUdaysandsoforth.Thankyou.

USERID:ryugakuseiPASSWORD:YUISNWO7

http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/～center/gwbbs/

9wbbs.cgi

このニューズレターがみなさんの所に届いてい

るか確認をしたいと思います。このニューズレ

ターを受け取った方は、メールかはがきで、以下

の「山ロ大学留学生センター」宛てにご連絡下さ

 いo

皆さんのご連絡先の変更や、ニューズレターに

対するご感想・ご要望なども書き添えていただけ

れば幸いです。よろしくお願いします。

Wewouldliketoconfirmifthisnewsletteris

reachingallofitsrecipients,soforeveryonewhois

receivingthisnewsletter,pleasesendaconfirmation

e-mailorpostcardtotheYamaguchiUniversity

InternationalStudentCenter.Pleasewriteany

questionsorcommentsaboutthenewsletterand

anychangesaboutpersonalinformation.Thank

youforyourcooperationandsupPort.
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